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●●●編集後記
▶今月号の特集は「骨壊死の画像診断 up to date」です。ひとくちに
骨壊死といっても，病変部位によって骨端の骨梗塞（狭義の骨壊死）や，
骨髄組織・間質の骨髄壊死など違う病態をみており，注意が必要です。ま
た，無血管性／虚血性壊死や無腐性壊死など様々に呼ばれており，さらに
混乱を助長する原因ともなっています（堀内論文，平岡論文，大木論文）。
これらに加えて，成長期の軟骨内骨化に異常が起こる骨端症の一部にも
骨壊死が関与しています（齋藤論文，山本論文）。奥歯に物が挟まった
言い方をしているのはなぜかというと，骨端症すなわち骨壊死ではないから
です。つまり，骨端症の一部には，外傷やストレスに関連しながらも骨壊
死がない病態や，骨化の正常変異と呼べる病態生理も含まれているので
す。ダメ押しで付け加えると，大人の疾患で薬剤関連顎骨壊死という病名
はありますが，その本体は難治性骨髄炎です（田口論文）。まとめますと，
骨壊死や骨端症の疾患概念は，実は統一されていないのが現状，という
ことです。画像的な骨髄浮腫を中心概念として，骨破壊，圧潰，造骨や
炎症などをきたす様々な病態が包含されています。熟練の先生方による，
一般的な知見の整理をしっかりと吸収してください。
▶診療論文では，子宮頸癌根治的放射線治療における腟晩期有害事
象が，諸外国に比して我が国では少ない理由が考察されています（長𥔎𥔎
論文）。また，コーンビーム CTよりも被曝量の少ない kV—X 線画像の位
置照合用二次元画像 2 方向から再構成した，仮想 CT 画像の精度を検
証する意欲的な研究の取り組みも示されています（若林論文）。
▶症例論文や「今月の症例」は今回も様々な領域にわたる豊富な寄稿
がなされました。ありがたい限りです。術前診断可能であった化膿性子宮
筋腫破裂（山中論文），高分化乳頭状中皮腫瘍に合併した多嚢胞性腹
膜中皮腫（雪本論文），多発性化膿性関節炎と膿瘍の併発例（宮平論
文），膵仮性嚢胞門脈瘻（齋藤論文），肝右葉 S8 に限局した Caroli 病

（久保論文）や中性脂肪蓄積心筋血管症（橋本論文）といった，非常
に教育的な症例の数 を々追体験できます。
▶毎回，同じ思いを開陳して申し訳ございませんが，何度でも記します。投
稿や症例を大切にする『臨床放射線』は特異な編集方針をもつ稀有な
雑誌であり，今後も皆様の活発なご投稿によって一緒に盛り立てていただ
ければと切に願います。
 森　　墾
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